
滋賀医科大学

学章の説明

「さざ波の滋賀」のさざ波と「一隅を照らす」光の波動とを組み合わせたもの。

「中心に向かつて、外からさざ波の波動一これは人々 の医への期待である。外に向

かつて中心から一隅を照らす光の波動一これは人々 の期待に返す答えである。j
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平成25年度入学宣誓式

学長

馬場忠雄

入学式告辞

新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。

心からお祝い申し上げます。本日はお忙しい中、

ご臨席を賜りましたご来賓の皆様、ご父兄の皆

様、また教職員の皆様、識に有り難うございます。

本日、医学科I∞名、看護学科70名(編入学生

10名を含む)の入学生を迎え、キャンパスに若々

しい活気が満ちあふれる喜ぴを感じております。

これまで諸君を支えてこられたご両親、ご家族

の皆梯に心よりお慶び申し上げます。

本学は、学問を学ぶにふさわ しい緑豊かな自

然環境に恵まれ、周辺は大学や県の文化施設が

あり、文化ゾーンとなってお ります。そして、優

秀な教員を揃えて、充実した医学 ・看護学の教

育研究を提供する体制を整えています。本学の

教育の基本は、幅広い教養を身につけ、倫理観に

裏打ちされた信頼される医療人の育成でありま

す。絶えず自己研鎮し、倫理観を養い、医学 ・看

護学の基本的知識と最新の知見を学び、社会に

奉仕する医療人として、あるいは、基礎 ・臨床の

教育研究者として、また、今注目されているメ

ディカ Jレイノベーションの領域、あるいは国際

医療の場で活躍するなど多様な人材の育成を目

指しております。若い諸君は、無限の可能性を

もっており、いろいろなことに挑戦して下さい。

医療・福祉の現場では、他者の話に耳を傾け、

事柄を理解し、その上で自分の知識と客観的証

拠に基づいて、説明し、行動する能力が求められ

ます。このような能力は、幅広い知識の上に努力

して徐々に積み上げられてくるものです。本学

においても、 一般教養として文系の科目を用意

しています。本学は、学生が国家試験に合格する

ためだけの教育を行っているものではあ りませ

ん。地域の方々と共に学ぶカリキュラムも取り

入れ、医療人として、信頼される人格をもった人

づくりを基本としています。また、謀外活動とし

て体育系、文化系のクラブ活動も盛んで、多くの

友達と共に活動を通して体力や英気を養って下

さい。

医学科では、平成35年度に国際水準による医

学教育分野別の認証評価を受けるために、臨床

実習の充実に向けた取り組みを進めています。

すなわち、参加型臨床実習に対して、市民の方々

の理解と協力及び学生の自覚を高めるために

StudentD∞tor制を導入していますが、さらに、

臨床実習の客観的な評価を行い、質の向上に努

めます。

看護学科では、平成24年度から、看護師、保健

師と助産師謀程の教育の充実を目指し、教育課

程が改正され、 3年次に保健師課程30名、助産師

謀程8名の選択制になりました。将来、取得した

資格を十分に生かすことを念頭において選択し

て下さい。

大学院博士課程に進学された28名、修士課程

に進学された18名の皆様、ご入学おめでとうご

ざいます。医学・看護学に対する社会のニーズ

は多様化し、学際的な生命科学研究や創薬に携

わる人材のほか、介護、福祉、国際医療協力など

様々な分野においてリーダーとなれる医療人が

求められています。

研究の新しい発想は、先人の研究を詳細に検

討することから生まれてくるといわれます。考

えるばかりではなく、実験してはじめて、その方

向性がわかるものだと思います。困難な状況が

生じるかもしれませんが、その壁を乗り越えた

ときに優れた研究成果が得られます。医学生命

科学の分野は、日々凄まじい進歩を遂げており、

その一角に食い込むように 日夜努力して下さい。

また、看護学の分野においても、新しい医療技術
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の導入とともに、患者のケアが重視され、患者の

視点に立った看護研究の成果が期待されていま

す。

本学は、教育課程を充実しつつ、研究において

もサルを用いた再生医療、神経難病、 MR分子イ

メージング、総合がん治療など、また、個々の研

究者の研究においても優れた業績が上がり高い

評価を受けています。4月から、今まで本学の疫

学研究の実績を発展して、アジア疫学研究セン

ターが発足し、アジアにおける生活習慣病を中

心とした共同研究や研究者の人材育成を行うた

め、海外から教授を迎え、留学生も受け入れるこ

とになっています。一方、産学連携によるメデイ

カルイノベーションは、低侵襲医療機器開発と

実用化に向けて実績を上げており 、企業や外国

との共同研究、また、特許件数も増加しています。

附属病院は、病院機能が充実し、国公私立大学

附属病院のなかでもトップクラスの実績を有し、

また、地域から期待されているオーダメイド医

療やダヴインチSiによる内視鏡ロボットなどの

先進医療や高度医療を行っています。

このように本学は、教育、研究、診療において

高い質を提供しており、諸君は、本学において学

ぶことに誇りをもっていただくと同時に、本学

の一員として本学を支える気概で日々研鎖して

ください。

ところで、新入生の皆様、滋賀県の重症心身障

害児施設「近江学園」を創設された、糸賀一雄先

生のことをご存知でしょうか。今年は生誕1∞年

にあたります。糸賀一雄先生は1914年3月に鳥

取県で生まれ、旧制松江高校から京都帝国大学

文学部哲学科を卒業し、 1940年、滋賀県庁に社会

教育主事として奉職、秘書課長などを歴任しま

した。戦後の混乱期のなかで巷にあふれる戦災

孤児、障害児を放置できなく、1946年大津市に「近

江学園」を創設しました。終戦後の食糧をはじめ

物資不足で、生きることに精一杯な状態での孤

児、障害児の施設事業は困難を極めました。しか

し、近江学園の三条件、すなわち、 「耐乏生活」、「四

六時中勤務j、「不断の研究jを職員のモット ーと

して、これに共感する若者たちゃ、新しい日本を

創る意欲あふれる人たちに支えられ、糸賀先生

らの取り組みは発展し、新しい施設を次々と創

設してゆきます。 1963年に重度心身障害児施設

「びわこ学園」を創設します。糸賀先生は、多く

の様々な障害児らと接し、「この子らはどんな重

い障害をもっていても、だれととりかえること

もできない個性的な自己実現をしているものな

のである。人間と生まれて、その人なりの人間と

なっていくのである。その自己実現こそが創造

であり、生産である。私たちのねがいは、重症な

障害をもったこの子たちも立派な生産者である

ということを、認めあえる社会をつくろうとい

うことである。「この子らに世の光を」あててや

ろうというあわれみの政策を求めているのでは

なく、この子らが自ら輝く素材そのものである

から、いよいよみがきをかけて輝かそうという

のである。「この子らを世の光に」である。この

子らが、生まれながらにしてもっている人格発

達の権利を徹底的に保障せねばならぬというこ

となのである。」と。

そして、糸賀先生は、滋賀県児童福祉施設等新

任職員研修の講義中に倒れ、 54歳の生涯を閉じ

ました。このように糸賀先生は、困難な状況に

あっても、仲間と共に献身的な活動により、重度

心身障害児の福祉に大きな貢献をされたのであ

ります。諸君の先輩達も、「びわこ学園」や国立

病院機構「紫香楽病院jなどの重症心身障害児施

設に勤務し、日夜苦楽を共にしています。

新入学生諸君、本日は、目的を達成した日では

なく、医学、看護学を修めるスタートの日であり

ます。在学中には、多様な考え、好奇心を大切に

し、目的を明確化したあとは、どんなに苦難の険

しい道であろうとも忍耐強く取り組む丈夫な身

体と強い精神力を養って下さい。大学には諸君

の好奇心を満足させる多くのシーズがいっぱい

あります。大学は、諸君の希望や志を力強くサ

ポートいたします。

新入生諸君は 「志」を高く持って日々精進し、

信頼される医療人として、また世界に羽ばたく

研究者として、本学で自分自身を磨いて大きく

成長してくれることを期待し、学長告辞といた

します。

平成25年4月3日

-医学科Aクラス

医 学 科新入生

同吉、
口、品
、乙ヱシ

-医学科Bクラス

-医学科出身校所在地都道府県別入学者数

都道府県 男 女 ノj、言十 事都道府県 努 女 小宮十

北海道 l l 重 l 

東 Jj¥ 2 2 滋 賀 11 5 16 
神奈川 l l Jj¥ 都 12 12 24 
長 野 2 2 大 阪 8 11 19 

岐 阜 l l 兵 底 6 4 10 

静 関 2 2 奈 良 11 l 12 

愛 知 l l 2 関 山 l 

事都道府県 男 女 ノj、言十

徳、 島 l l 

愛 銭 l l 2 
領 同 2 2 
高卒認定 l l 

合 言十 60 40 l∞ 
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看護学科新入生

-看護学科

-看護学科編入学者

圃看護学科出身校所在地都道府県別入学者数

(第1年次入学者)

都道府県 男 女 小 計 都道府県

長 野 l l 大 阪

岐 阜 l l 兵 E草

静 間 l l ，烏 取

愛 知 2 2 広 烏

滋 賀 2 17 19 

JjI. 者B 2 z3 25 合 計

(第3年次編入学者)

男 女 ノj、言十 都道府県 男

7 7 岐 阜

2 2 滋 賀

l JjI. 事事

l 大 阪

奈 良

4 56 60 合 宮十 。

大学院 医学系 研究科

平成25年度滋翼医科大学入学式

国大学院博士課程入学者

女 ノj、言十

l l 

2 2 

5 5 
l l 

l l 

10 10 

5 
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社会医学講座
(法医学部門)

准教授古川智之

2013年2月1日付けで、滋賀医科大学社会医学

講座(法医学部門)准教授に就任致しました。

私は2∞1年、滋賀医科大学21期生として卒業

し、柏木厚典現病院長のもと御指導いただき、内

科と救急・総合診療部を研修しました。その後

赤穂市民病院内科において高原典子内科部長の

指導を賜り、休日・深夜を問わず病院からのオ

ンコールを受け続けました。今思えばその頃の

初期研修が後の研修に大いに役立ったといわざ

るを得ません。赤穂市民病院での2年間の勤務の

後、研修医時代にICU部門でお世話になった救

急集中治療医学講座の江口畳教授のもとを訪れ、

4年間勉強させていただきました。私はスーパー

ローテート研修ではなかったため当初は皮膚の

縫合すらできませんでしたが、救急部の先生方

のご厚意で外科処置や外傷診療に携わることが

できました。他の施設では到底考えられなかっ

た私のステップアップです。内科学、救急医学に

従事しているうち、日々の診療の中で解決でき

ない疑問が増え、法医学について学問的に少し

勉強したいという思いが芽生え、西克治教授の

もと相談にお伺いした次第です。教授は快く教

室に迎えてくださり 、当時法医学の知識のない

状態から御指導いただきました。まだまだ勉強

中ですが、法医学を学ぶことによって医療や社

会の全体像が見えてまいりました。

病院では様々な疾患をお持ちの方がおられ、

医療従事者がおられ、同部門でも先輩後輩が働

いています。大学といった大きな組織でどのよ

2001年 3月 滋賀医科大学医学部卒業

2001年 6月 滋賀医科大学医学郡附属病院研修医 (第3内科)

2003年 4月赤穂市民病院内科勤務

2005年 4月滋賀医科大学救急集中治療医学講座医員

うに人と接していくか大変勉強させていただき

ました。当直勤務明けにホテルや料亭に食事に

出かけ、また人工透析中つまらなく時聞を過ご

しておられる患者様が私の服装に興味を示した

ことから、ファッションやお買い物を楽しむよ

うになりました。救急医療では今後どのように

なる可能性があるか、法医学では逆にどのよう

な事象があって現在に至っているのか、を学ん

できましたが、これは料理を作る・いただくと

いった過程とも共通します。内科や救急では一

瞬の判断を後で後悔することを経験します。こ

れも医療だけのことではないと思います。解剖

受入式に同席する機会も出てまいりました。倫

理教育にも触れ人としてレベルアップできてい

ます。これまで良き指導者に恵まれ今の自分が

あります。医療だけでなく医学を通してこれか

らも日々の生活と向き合っていきたいと思いま

す。

2005年10月滋賀医科大学救急集中治療医学総座助手

2009年 4月滋賀医科大学法医学講座助教

2012年 1月滋賀医科大学法医学講座諭師 (学内)

2013年 2月滋賀医科大学法医学講座准教授

臨床看護学講座
(成人看護学)

講師森本明子

2013年4月1日付で、臨床看護学講座成人看護

学領域の講師を拝命致しました。生まれは大阪

ですが、本学医学部看護学科に入学以降、多くの

時間を滋賀で過ごしており、看護学科棟から見

える比叡山と琵琶湖がとても好きです。

私は本学医学部看護学科を卒業後、本学大学

院修士課程に進学し、その後、本学医学部附属病

院で看護師として循環器、呼吸器、救急の病棟で

勤務しました。この度、教員として迎え入れて下

さり、これまでにお世話になった先生方とまた

ご一緒にお仕事をさせて頂けることにとても喜

びを感じております。特に、本学臨床看護学講座

教授の富松直美先生には卒業論文以降、今日ま

でご指導頂いております。自身の教育観、研究観

の基盤を構築して頂いた富松先生のもとで働け

ますことを大変嬉しく思っております。

私は、 2-4年生を対象に成人看護学などの科

目を担当しております。看護師は同じ看護ケア

であっても、日々、思考・判断し行動することが

求められます。そのため、教育においては、学生

の専門的な知識の習得及び看護ケア能力の育成

に加え、“科学的な根拠に基づく思考力・判断力"

の育成に努めたいと考えております。

研究においては、修士課程で糖尿病・内分泌

内科の先生方及び附属病院看護部の皆様のご協

力により、糖尿病患者の喫煙行動についての研

究を行いました。そして、この研究を通じて、エ

ピデンスを構築することの重要さ、面白さを学

びました。その後、博士課程では長野厚生連佐久

総合病院人間ドック科をフィールドに、糖尿病

2005年 3月 滋賀医科大学医学部看護学科卒業

2007年 3月 滋賀医科大学大学院医学系研究科看護学専攻

(修士課程)修了 (看護学修士)

2007年 4月 滋賀医科大学医学部附昆病院看護師

2007年 4月 滋賀医科大学医学部臨床看護学講座

成人看護学領域客員助教

の発症及び進展予防に関する回顧的コホート研

究(佐久研究)を立ち上げ、実施してきました。

この研究から、日本人の2型糖尿病の特徴を捉

え、日本人の糖尿病の発症及び進展予防に効果

的な保健指導や患者教育を考えていきたいと

思っております。佐久総合病院のある佐久市臼

田に通って3年ほどになりますが、比叡山と琵琶

湖同様に浅間山と千曲川もとても好きで、その

ような風景を眺めながらする仕事がlifeworkに

なればと思っております。

佐久総合病院の故若月俊一名誉総長の言葉に、

「学聞を討論のなかから」という言葉があります。

私自身、どのような教員、研究者で在りたいか、

ということを考えるとき、いつもこの言葉が頭

に浮かびます。教員としても、研究者としても

まったくの未熟者でございますが、皆様より 一

層のご指導、ご鞭撞のほど、宜しくお願い申し上

げます。

2012年 4月 日本学術振興会特別研究員

2013年 3月 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

(f.専士課程)修了 {保健学博士)

2013年 4月 滋賀医科大学医学部臨床看護学繊座

成人看護学領媛諭師
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公衆衛生看護学講座

講師 坂来春美

2013年4月1日付で、本学医学部看護学科公衆

衛生看護学講座に着任いたしました。

私は、 1992年に公衆衛生活動に魅力を感じ保

健師を志しました。その希望が叶い、 1997年に大

阪府大東市に保健師として採用され、地域住民

の健康に関する支援活動と予防活動に携わって

きました。保健師活動では、健康課題のひとつで

ある喫煙率の高さに注目し、喫煙者の行動変容

や受動喫煙の防止に関する支援と実態調査を精

力的に行ってまいりました。この経過の中で、支

援者の質の向上と健康謀題に関する調査研究を

深めるために、大学教員となることを決意し、社

会人院生として大学院で学び、奈良県立医科大

学に転職いたしました。

前任校では、保健師活動に直結する科目にと

どまらず、保健師として施策化する能力を養う

上で重要な、保健医療福祉行政論・保健統計学

にも及んで学習支援を行ってまいりました。今

後もこの様な、公衆衛生看護学に関する講義や

実習を通して、将来保健師となる学生はも とよ

り、臨床での看護を志向する学生諸子にも、公衆

衛生看護学を深く学んで頂けるよう努めていく

所存です。

また、研究に関しましては、喫煙行動と受動喫

煙に関する研究を続けております。これは、地域

住民の日頃の生活習慣が健康状態に大きく影響

する様を目の当たりにすると共に、自らの力で

改善しようとする人々の姿の両面から多くの刺

激を受けたことにより、行動変容に興味を持ち、

実際の支援と研究に取り組んでまいりました結

果です。研究の中で、喫煙行動と経済的環境との

関係が明らかになり、経済的支援体制の整備も

重要ではないかと考えております。今後は、これ

までの研究で得られた成果を基盤に、環境への

働きかけも視野に入れた、ヘルスプロモーショ

ンに基づく研究へと展開してまいりたいと考え

ております。

現代における健康謀題は、多岐にわたってお

ります。今後も自らの研鍾はも とより、学生諸子

と共に健康謀題の改善に向けた方策を聞い続け、

また臨地で支援活動にあたる人々との交流を通

じてより高い教育を目指したいと思っておりま

す。とりわけ、本学における臨地との交流を身近

に持つ環境は大きな強みであると思います。こ

の強みを積極的に活かして、教育ならびに研究

を展開していきたいと考えております。

私は、教員としても研究者としてもまだまだ

未熟者でございますが、皆様のご指導とご鞭撞

を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

1997年 3月藍野学院短期大学 専攻科地媛看護学専攻修7 2010年 4月

1997年 4月 大阪府大東市役所保健師 (2007年3月まで)

奈良県立医科大学医学部看護学科地緩看護学

(現公衆衛生看護学)講師昇格

2007年 3月 大阪教育大学大学院教育学研究科 {修士課程) 2013年 4月 滋賀医科大学医学部看護学科

健康科学専攻修了修士{学術) 公衆衛生看護学講座諭師

2007年 4月奈良県立医科大学医学部看護学科 現在 群馬大学大学院保健学研究科

地域看護学助教 保健学専攻樽士後期課程在学中

麻酔学講座

J住 教 授 北 川 オ 谷 利

2013年5月1日付けで、滋賀医科大学麻酔学講

座准教授を拝命致しました。私自身は2∞2年よ

り本学麻酔学講座にて勤務しておりますが、手

術室内での勤務が多いため、あらためて自己紹

介させていただきます。私は1991年に滋賀医科

大学11期生として卒業し、初代教授天方義邦先

生のもとで麻酔科医としての一歩を踏み出しま

した。 1994年より市立長浜病院に赴任し、毎日麻

酔業務に明け暮れた日々を過ごしました。この

聞に麻酔科長をはじめ、内科外科を問わず多く

の素晴らしい先生に巡りあう事ができ、貴重な

経験をさせていだきました。さらにペインクリ

ニックや救急外来や集中治療診療にも携わるこ

とができ、今の私の麻酔科医と しての臨床の礎

を築いていただいたと感謝しております。

一方、研究面では国立循環器病センタ ー研究

所心臓生理部(山崎登自室長)において心臓の神

経性調節についての基礎研究を行い、研究の大

切さや面白さを教えていただきました。また幸

運にもCOE特別研究員(同研究所循環動態機能

部砂川賢二部長:現九州大学)として研究に

従事する機会にも恵まれました。大学に戻って

からは臨床が忙しくなりましたが、ラボを聞い

て研究を続けています。また、若い医局員と共に

臨床研究や基礎研究を行い、研究の醍醐味や発

見の喜びを共有しています。最近は細胞機能生

理学講座と麻酔薬の心保護効果についての共同

研究を行い、多くの成果が得られはじめていま

す。

また、手術麻酔業務の現状についてお話させ

ていただきます。本学の独立行政法人化に伴い

手術件数が大幅に増えたことから、もともとの

麻酔科医不足であったところにさらに不足する

という状態が生じています。そのため手術の待

ち時間が長くなり、多くの患者さんをはじめ関

係各科の先生方にご迷惑をお掛けしています。

現在、少しずつですが麻酔科医を確保できるよ

うになり、勤務時間内における手術待ち時間は

短縮できるようになってきています。今後は時

間外手術や緊急手術にも迅速に対応できるよう、

さらに麻酔科医を確保していきたいと思います。

医局制度の崩壊とともに大学離れが続いていま

すが、大学でしかできないことも多くあると思

います。そのような環境を整備することが仲間

を増やす近道であると確信しています。そのた

めには各診療科の先生方やコメディカJレの皆様

の力をお借りしなければなりません。今まで以

上に一層のご指導、ご鞭撞をよろしくお願い申

し上げます。

1991年 3月

1991年 6月

1992年 9月

1994年 1月

1995年10月

滋賀医科大学医学部医学科卒業 1998年 4月

滋賀医科大学医学部附属病院医員 (麻酔科研修医)2001年 4月

市立長浜病院馬車酔科医長

市立長浜病院馬車酔科部長

滋賀医科大学医学部附属病院麻酔科助手 2002年 4月

市立長浜病院麻酔科医員 2006年 2月

COE特別研究員 2011年 4月

(国立循環器病セン量一研究所循環動態畿能郡血行動態研究室:l2013年 5月

1996年 3月 市立長浜病院 ICU・CCUセンター長

滋賀医科大学医学部附属病院廊酔科助手

滋賀医科大学 医学部附属病院麻酔科 E尊師(学内)

滋賀医科大学廊酔学総座講師

滋賀医科大学廊酔学総座准教綬
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公衆衛生看護学講座

講師輿 水めぐみ

平成25年5月1日付で公衆衛生看護学講座に

講師として着任いたしました。私は北陸地方の

出身です。日本アルプスの山々と眼下に広がる

田園風景から四季を感じ取りつつ育ちました。

滋賀県は私にと って初めての土地になりますが、

都市近郊にありながらも少し足を延ばせば郷里

を訪併とさせる豊かな自然もあり、どこか懐か

しさと安堵感を覚えます。恵まれた環境の中で

教育研究活動はもとより自然散策や史跡めぐり

など滋賀県を楽しむ時間も持てるように過して

いきたいと思っております。

さて、私の看護の歩みは郷里の自治体の保健

師となったことに始まります。保健師活動は、配

属先が自治体病院であったことから病棟や救命

センターなどの看護師業務を担いながらの活動

でした。主に担当したのは、糖尿病の方への保健

指導や患者会支援、在宅酸素や腹膜透析など退

院後の継続看護が必要な方への在宅療養支援、

地域住民の医療保健福祉に関する相談業務でし

た。自分自身の力不足を実感する日々でしたが、

当時のことを振り返り、看護とは何か、支援とは

何かといった、対象者やスタッフの皆様から頂

いた沢山の問いかけやメッセージを教育研究活

動に還元していくことが私の使命と捉えており

ます。

看護職者としてどうあるべきかを模索する中、

患者会の活動で糖尿病の子どもの就学や学校生

活の謀題を知り、自分自身が学校保健に関する

知識や技術を得る必要があると感じたことを契

機に進学をしました。二度目の学生生活は、地域

で暮らす子どもの生活実態や子どもを取り巻く

支援の現状を理解するべく、福祉事務所、児童相

談所、学校、夜間急病診療所など、子どもに関連

した医療保健福祉の分野に看護職や養護教諭と

して勤務する機会を頂き、研究室と勤務先を行

き来しながら過しました。様々な背景を持つ子

どもや保護者、その支援に熱心に取り組んでい

らっしゃる専門家の方々と出会い、子どもを守

り育てるのは地域社会全体の責任であることを

強く実感する日々でした。この進学がき っかけ

となり教育研究職に就く機会を与えていただき

現在に至ります。

私の主な担当科目は在宅看護分野です。研究

では、地域に暮らす病気や障がいのある方々の

生活に少しでも貢献できることを目標に微力な

がらも精一杯取り組んでいきたいと思っており

ます。また、看護学生の職業人としての成長発達

も研究テーマとしており、研究成果を教育活動

に結びつけていきたいと考えております。教育

職としても研究職としてもまだまだ未熟ですが、

皆様からのご指導ご鞭撞を賜り、少しでもお役

に立てるよう努力して参ります。どうぞ宜しく

お願い申し上げます。

1997年 3月 富山医科薬科大学(環富山大学)医学部看護学科卒業 2005年 4月 愛知県立看護大学 (現愛知県立大学) 助手

愛知県立看護大学 (現愛知県立大学) 助教

日本赤十字豊田看護大学 i尊師
1997年 4月富山県黒部市保健師 2007年 4月

2003年 1月 石川県の保健医療福祉繊関、学校に勤務 2009年 4月

{在学中の般廃 :-2005年3月) 2013年 4月

2003年 3月 金沢大学教育学部養護教諭特別別科修了

2005年 3月 金沢大学大学院医学系研究華字保健学専攻得士前期課程修72013年 5月

名古屋大学大学院教育発達科学研究科

心理発達科学専攻樽士後期課程 (休学中)

滋賀医科大学医学部看護学科公衆衛生看護学識座講師

第38回 浜松医科大学との受流会

去る5月10日・ 11日の2日間、本学におい

て第38固浜松医科大学との交流会が行われま

した。

体育館での開会式には、本学の馬場学長、服

部副学長他教職員と浜松医科大学の中村学長、

小出理事他教職員の列席の下、あわせて600余

名が、参加しました。また、期間中、総計で800

名を超える両校学生の参加がありました。

交流会はあいにくの天候となりましたが、

グラウンド、体育館、武道場等では熱戦が繰り

広げられ、クリ工イティブモチベーションセ

ンターでは両校の管弦楽団による合同合奏が

行われました。グラウンドでの準硬式野球の

対抗戦では、最初に浜松医科大学の小出理事

による始球式が執り行われました。

2日間の各クラブの対戦成績は8勝5敗1分

で本学の総合優勝となり、優勝杯を勝ち取る

ことができました。

平成25年度 第38固 • 
浜総医科大学・滋賀医科大学交流会 競妓結果 • 

平成25年5月10日(金)-11日(土)

種 目 滋賀 浜松 種 目 滋賀 浜松

硬 式 庭 球
男 。3 - 1 × 

女 × 0- 3 。 ヨ 、ソ 卜 。 × 

ボ 卜 × 。
剣 道 ム 1 - 1 ム ハンドボ ー ル 。26 - 16 × 

準 硬 式 野 球 。8 - 5 × 空 手 道 試合不実施

パスケνトポール
男 × 62 -72 。
女 。71 -30 × 

ゴ jレ フ 。 × 

総 合 結果
男 × 0- 2 。

バレーボール
女 。2 - 0 × 

滋賀医科大学8対5浜松医科大学 1引き分け

※通算 (滋賀医科大学) 19勝14敏 5引き分け

男 。4 - 1 × 
パ トミントン

女 × 0- 5 。
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委員長医学科第4学年植 村裕樹. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
まず始めに、交流会を開催するに当たりご尽

力いただきました先生方、職員の方々にこの場

を借りて厚く御礼申し上げます。

今年で38回目を迎えるこの交流会ですが、浜

松医科大学の学生が本学の学生に呼びかけて始

まった、という経緯があります。学校全体での行

事でありながらも、あくまで学生主体で開催さ

れるこの交流会に委員長として携わらせていた

だき、大変名誉なことと思います。「自分に出来

るのかJという不安がありましたが、何とか無事

に終わることができ、ほっとしています。

今年は本学での開催ということで、学生側の

取りまとめをさせていただきました。どこで何

が行われるのか、どのくらいの人数が参加する

のか、レセプションの食事の量はどれくらいが

いいのかなど、 全員に満足してもらうためにど

うすればいいのか考えるのが大変でしたが、当

日には大きな問題もなく、皆が楽しんでいる様

子を見て安心したのを覚えています。さまざま

な準備に始まり 当日に至るまで多くの方に協力

をお願いしたのですが、皆快く手助けしてくれ

たことはとても頼もしくそして嬉しく思いまし

た。私ー人だけでは到底出来るものではありま

せんでした。

私は今回の交流会委員を通じて、学生同士が

協力すればこのような大きな行事も実行できる

のだということを学びました。これは、私達の学

生生活にもいえることだと思います。将来に向

けて一人一人が自主的にそして協力して行動す

るということで大きな成果を生むことが出来る

のではないでしょうか。

2日間大きな事故もなく、無事交流会を終える

ことができ、ご協力くだ

さった皆様に改めて御

礼申し上げます。また後

輩たちには来年以降も

素晴らしい交流会が開

催できるように頑張っ

てもらいたいと思いま

す。

バ レーボール部主将医学科第4学年 村本 圭 史. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
まず、今回の交流会

を開催するに当たり、

ご尽力いただきました

先生方、職員の方々に

この場を借りて厚く御

礼申し上げます。

今回は、滋賀医科大

学の主催であり、レセ

プション会場の設営や

スピーチなどの仕事を承り、多くの人を動かす

良い経験をさせていただくことができ ました。

会場の設営では一体伺人の人が会場に入りきる

のか、どのようなテープル配置で行うのが安全

なのかといろいろ頭を悩ませました。 また、ス

ピーチでは大勢の人の前で堂々と物事を伝える

ことの難しさを改めて実感することとなり まし

た。しかし、それらも実行委員長の植村くんをは

じめとした体育会の仲間たちの協力のおかげで

無事成功させることができました。今年で交流

戦も 38回目を迎えることとなりましたが、その

長い歴史の中の一回の運営に携わる ことができ

たことを大変光栄に思います。

昨年、滋賀医科大学は総合優勝を果たすこと

ができなかったので、その雪辱を果たすことを

目標に今回の交流戦に臨みました。競技は二日

間あいにくの天気の中おこなうこととなり まし

たが、各部活日々の練習の成果をその日に全力

でぶつけ、結果滋賀医科大学は総合優勝を勝ち

取ることができました。競技が終わった時に、普

段から行っているスポーツや技術を通して滋賀

と浜松のように遠く離れている仲間と繋がって

いることを実感し、とても幸せな気持ちなり ま

した。

2日間、大きな事故や怪我もなく無事に過ごせ

たので本当に良かったと思います。後輩たちに

はこの長く貴重な歴史を絶やすことのないよう

にこれからもこの交流会を続けていってほしい

と思います。

平成2'5年度新入生研修

4月5日・ 6日の両目、平成25年度新入生宿泊研修が、 医学科・看護学科の新入生及び引率教職

員総勢190名の参加により休暇村近江八幡等にて行われました。

初日は透き通るような快晴の下、大自然の中での飯童炊轟に始まり、午後からは、「里親学生支

援についてJr喫煙と違法薬物Jr学生のリスクマネジメントについてJr保健管理センターについ

て」の講演やクラス別懇接会を実施、2日目は、「滋賀と滋賀医大の魅力Jr人権学習Jの講演後、

陶芸体験を実施しました。2日聞を共に過ごした新入生はお互いに親交を深め、大学生活のスター

トを切りました。

医学科第1学年 津村みずき. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
入学してすぐの研修旅行。楽しみであった

反面、全く知り合いのいない中で二日間うま

くやっていけるのだろうかという不安も多く

あるなか滋賀医科大学を出発し休暇村近江八

幡に向かいました。しかしパスに乗りこんで、

隣や前後の人と仲良く話すにつれ、その不安

はすぐになくなりました。そこからの合宿は

本当に楽しいものでした。着いてからすぐの

飯盆炊襲。自分たちで火から起こして作った

カレーは格別でしたし、一緒に協力して作る

というなかで、医学科の人はもちろん、 授業な

どではあまり関わることのない看護学科の人

とも友達になることができました。

講義は医学に関係あることから滋賀県につ

いてなど、様々なことが、学べま した。特に大

阪出身の私にとって滋賀県についての講義は

とても興味深いものでした。また医学関連や

人権の講義などは将来本当に医師になれると

いうことを再認識する良い機会となりまたい

い勉強になりました。その後のクラスごとの

自己紹介では司会進行をしてくださった先生

がとても面白い方

だったこともあ

り、とても盛り上

がりました。また

今まで全く知らな

かったクラスの人

達のことも多く知

ることができ良

かったです。就寝

時間までの夜の

自由時間には女

子の医学科全員

で一部屋に集ま

り自己紹介をしま

した。そこから本

当にクラス関係な

く全員との交流が増えたように思います。

二日目の陶芸も作るのは難しかったですが

とてもいい経験になり ました。まだ作品が届

いていないので焼きあがりがどのようになっ

ているか楽しみです。悪天候のせいで、少し早

い解散になってしまいましたが、この研修旅

行のおかげで私は多くの同級生と仲良くなる

ことができ、また医師になれるということを

深く自覚することができ ました。この合宿の

経験をスタートとしてこれからも充実した大

学生活を送り、成長していけたらいいなと思

います。

13 
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入学式からわずか2日後、まだ言葉を交わし

たことがない人がほとんどという中行われた

研修旅行の始まりは、ただただ不安と緊張ば

かりでした。しかし研修を終えた今、この2日

間を振り返ってみると、たくさんの笑いや喜

びが思い起こされ、とても内容の濃い、充実し

た時聞を過ごせたことを実感します。

初日は天候にも恵まれ、休暇村近江八幡の

のどかな景色と、爽やかな湖の風の吹く中、飯

金炊裳が行われました。火おこしの煙と悪戦

苦闘しながら、医学科のメンバーだけでなく

看護学科の方たちとも協力しあってカレーを

つくり、その中で緊張感は徐々に解けてゆき、

これから同じ学び舎で共に学ぶ仲間との連帯

感を、入学して間もないこの時期に実感でき

たことは、とても意義深いことであったと思

います。

そして、最も印象的であったのが、クラス別

懇談会での自己紹介です。一人一人がそれぞ

れユニークな個性を持ち、皆が明るく笑顔で、

私は入学後の研修旅行を知った時、不安で

頭がいっぱいでした。人見知りの私は、話した

こともない人と友達になれるのかと前日まで

気が気でなりませんでした。

当日、近江八幡休暇村に着き、パスを降りて

すぐに飯金ごとのグループに別れ、カレー作

りが始まりました。男女混合ということもあ

り、初めは緊張しましたが、すぐに打ち解け、

抱いていた不安も知らぬ聞になくなりました。

食後はホールに集まり沢山の講義を受けま

した。その中でも、喫煙と違法薬物についての

講義が特に私の心に残りました。たった一度

の過ちで人生全てを失わないように、自分の

意思を強く持つこ

との大切さを深く

心に刻みつけまし
h 

，~ 。

また懇談会では

看護学科の人全員

と自己紹介をし

て、お互いに面識

医学科第1学年高 石 亮 太

滋賀医科大学で

の6年間を素晴

らしい仲間とと

もに過ごせるこ

とに、心強さと、

そして喜びを感

じました。

懇談会から就

寝までの自由時

聞では、多くの仲間と交流を深められ、とても

楽しい時間を過ごすことができました。

また、二日聞を通して行われた先生方の講

義では、滋賀医科大学の学生として、医師を志

す者として、忘れてはならないこと、心がける

べきことを数多くご教示いただき、これから

の6年間の道のりを前にして、気持ちを新たに

し、滋賀医大生であることの強い自覚を身に

着けると同時に、仲間とともに切嵯琢磨し、立

派な医師になる覚悟を強くすることができま

した。

看護学科第1学年 上 野友 大

を持つことが出来ました。その後、部屋で同じ

になった医学科の人達とも、仲を深められ楽

しい時間を過ごせたことはとてもよかったと

思います。

翌日は、滋賀と滋賀医大の魅力などについ

て学びました。私は滋賀県出身なのですが、滋

賀の魅力の講義を聞き、自分があまり滋賀の

良さを知らなかったことに驚きました。また

自分達が滋賀県民から医学的に多大な期待を

懸けられているとも知り、大学生活中に堕落

することなく気を引き締めて勉学に励もうと

思いました。

最後に、陶芸の里で水茎焼きに挑戦しまし

た。悪天候のため時間は少なかったのですが、

皆和気あいあいと思い思いのものを作り、さ

らに良い思い出を作ることができました。

今回の研修旅行では、医学科看護学科に関

わらず多くの同級生と交流を深めることがで

き、また自分が本当に滋賀医大生なのだと改

めて実感出来ました。

新しいスーツに身を包み、緊張した面持ち

で臨んだ入学式が終わってまだ少ししか経た

ないうちに催された、突然の合宿。周りの人の

顔と名前も全く一致していない状態での新入

生研修合宿に、私は動揺を抑えきれませんで

した。行先がどのような施設なのかも知らず、

同じパスの人に知り合いはおらず、頭の中は

混沌としていました。

近江八幡の休暇村に到着するとほぼ同時に

始まった飯金炊嚢は、煙で咳き込み、煤で目と

鼻が痛くなり、服も汚れ、冷たい水で手がかじ

かんでしまうという過酷なものでしたが、最

後には美味しいカレーが出来上がり、さらに

そのあとは班で自己紹介をし、医学科と看護

看護学科第1学年 北村 奈津 紀

学科の隔たりなく知り合いになることができ

ました。

いくつかの講演を聞いたあと、クラス別の

懇談会が聞かれ、看護学科で自己紹介をする

機会が設けられました。ようやくたくさんの

人の名前と顔、趣味や出身地などを知ること

ができ、安堵するとともに、これから4年間こ

のメンバーと共に勉強していくのだというこ

とを再認識しました。とはいえ、皆優しく面白

い性格の人なので、これからの関わり合いが

とても楽しみです。

翌日は陶芸の里で水茎焼の陶器を作りまし

た。その際もテープル席だ‘ったため、新しい友

人との交流ができ、非常に良いひと時を過ご

すことができました。

帰宅した私は、合宿前の不安が嘘のように

明るい面持ちをしていました。このように、一

緒にいて幸せな気持ちでいられる仲間に出会

えたことの喜びを常に感じながら、 4年間の大

学生活を、勉学、部活動、私生活共に有意義な

ものとして過ごすことのできるよう励みたい

と思います。

看護学科第3年次編入生宮 本 加 奈 子

滋賀医大恒例だという、入学直後の研修旅

行に行ってきました。旅行が始まるまでは、知

らない人同士の環境の中で班を組んだり部屋

を共有したりする不安と同時に、編入生とい

う立場でどのように交流していけばいいのか

という戸惑いがとても大きかったことを覚え

ています。そんな中編入生同士でしか話した

ことのないまま研修旅行を迎えました。

パスが休暇村に着くなり飯金炊裳の班にわ

かれてカレーを作ります。共同で作業をし、一

緒にご飯を食べて、一緒に講義を受け同じ部

屋で生活するうちに、少しずつ自分の中にあっ

た「編入生」というしこりがとれていくのを感

じました。懇談会で自己紹介をしたことで初

めて看護学科全員と顔を合わすことができ、

お互い話をするきっかけとなりました。

二日間の講義では、これから大学生として

また大人として生活していく中で、陥りやす

い危険や対策について学びました。特に薬物

についてはその実際を視覚的にも学ぶことが

でき、これまでの知識をより深めることがで

きました。滋賀の魅力についての講義は、滋賀

県出身でない私にとってどれも新鮮でとても

興味深く聞くことができました。最後には水

茎焼きを作り、今回の思い出を形にできたの

ではないかと思います。今回の研修を経たこ

とで、学科や学年を超え新入生同士の距離が

縮まったことは明らかです。これからも多く

の人と交流し、様々な仲間と楽しみながら切

嵯琢磨してい

きたいと思い

ます。
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本学では課外活動を有意義に発展させ、リーダーとしての自覚と認識を高めると共に、課外活動

団体の相互理解を深めることを目的として、毎年、リーダース研修を開催しています。

平成24年度は去る3月6日(水)、体育会系・文化会系の各課外活動団体の代表者 (キャプテン)

32名の参加の下、クリ工イティブモチベーションセンターにおいて、 生命科学講座・小森教授をは

じめ計6名の教員が参加し実施されました。

当日は学生生活支援部門員の相見解剖学講座准教授の開講挨拶にはじまり、 本学第2期生の江

口豊救急集中治療医学講座教授による急性アルコール中毒やAEDの使用についての講演、また班

別懇設会ではクラブの運営や問題点等、学生自 ら提案したテーマについて班ごとに話し合うなど

充実した内容の半日 となりました。

文化会会長兼 水泳部主将 医学科第4学年 山 本 大 雅

今年も毎年同様にリ ーダース研修が体育会 ・

文化会の部活動代表者によって行われました。

班別での討論、江口教授による救急蘇生講習、

そして研修後の附属病院展望レストランでの

交流会など、非常に内容の濃い一日になりま

した。

班別の討論では、各部活動の代表者として

日頃から抱いている疑問、問題を、同じように

部活動をまとめる立場にある人と共有しあい、

その解決策を探すことで、よりよいリ ーダー

になるにはどうすればよいのかを考えました。

今年は多くの代表者が部員の聞の意識の差に

悩んでおり、医学部の部活動という特殊な状

況下で、どのような部活動への取り組み方が

求められるのか、について熱く議論が交わさ

れました。その結果、部員それぞれがなんのた

めに部活動をしているのかしっかりと考える

こと、ということがひとつの結論としてあが

りました。普段ではなかなかない、他の部の代

表者との議論の場であったので、これからリ ー

ダーとして行動

する うえで非常

に有意義なもの

になったと思い

ます。

救急蘇生講習
では江口教授か

ら直々に救急蘇生について指導していただき

ました。ケガや飲酒などのトラブJレを回避、対

処するためにどのようなこ とをすべきなのか

ということをはじめ、AEDを用いた心肺蘇生

法などを教えていただき ました。部活動の責

任者として、部員にもしものことがあった場

合どう行動すべきなのか、ということについ

ての講義であったので、皆熱心に講義を聞い

ていました。

今回のリ ーダース研修は短い時間でしたが、

部活動代表者それぞれの意識が高まり、部活

動の発展につなげられる非常に実りのある研

修になったと感じています。この経験をいか

すことでリ ーダーとしてさらなる成長が得ら

れれば、と思います。この研修に協力してくだ

さった先生方、関係者の皆様に文化会会長、体

育会主将として御礼を申し上げます。

医師・保健師・助産師・看護師国家試験の結果

第107固医師、 第99回保健師、 第96回助産師、第102回看護師の各国家試験の合格発表が平成

25年3月に行われ、滋賀医科大学の合格状況は次のとおりでした。保健師、 助産師の新卒者の合

格率は、 100%でした。なお、いずれの合格率も全国平均を大きく上回る結果となりま した。

〔第iI:.:E回医師国家試験 平成2印刷日出lDl日(日~日(月)難】
受 験 者 合 格 者 合 格 率 備 考

新卒者 109名 108名 101名 93.5% 全国受験者 8，569名

既卒者 -戸- 4名 3名 75.切6 合格者 7，696名
言十 -戸- 112名 104名 92.9% 合格率 89.8% 

参考前回第106回医師国家試験の結果

卒 業 者 受 験 者 合 絡 者 合 格 率 備 考

新卒者 87名 85名 83名 97.6% 全国受験者 8，521名

既卒者 -戸- 1名 0名 O.切6 合格者 7，侃8名
言十

1 _____  

86名 83名 96.5% 合格率 90.2% 

〔 第~回保健師国家試験 平脱却月 IG日(金)難 】

受 験 者 合 絡 者 合 格 率 備 考

新卒者 65名 65名 65名 1∞.0% 
合格率(全国)

既卒者 -- 2名 1名 50.切6
言十 --67名 66名 98.5% 

96.0% 

参考前回第98回保健師国家試験

受 験 者 合 絡 者 合 格 率 備 考

新卒者 72名 69名 68名 98.6% 
合格率(全国)

既卒者 ーー-ーーー 1名 0名 O.切6
言十 70名 68名 97.1% 

86.0% 

【第~回助産師国家試験 平成2叩月 14日間実施】

受 験 者 合 格 者 合絡 E事 備 考

新卒者 8名 8名 1∞.0% 
合格率(全国)

既卒者 0名 0名
98.1% 

言十 8名 8名 1∞.0% 

参考前回第95回助産師国家試験

受 験 者 合 格 者 合絡 E事 備 考

新卒者 8名 8名 1∞.0% 
合格率(全国)

既卒者 0名 0名 95.0% 
言十 8名 8名 1∞.0% 

〔 第iI:.~回看護師国家試験 平成2叩月~日(日)実施 】
受 験 者 合 格 者 合 裕 率 備 考

新卒者 55名 52名 94.5% 
既卒者 1名 0名 O.切6

合格率(全国)
I (注)新卒者中10名は3年次

編入学者で、既に合格済み。

言十 56名 52名 92.9% 
88.8% 

参考前回第101回看護師国家試験

受 験 者 合 格 者 合 裕 率 備 考

新卒者 61名 61名 1∞.0% 
合格率(全国)

既卒者 0名 0名
言十 61名 61名 1∞.0% 

90.1% 
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図容館長

私がすすめるこの本2013
新入生、新規採用膿員の皆さん、滋賀医大へょうこそ !

図書館では、良き医療人を目指し、これから本学で学ばれる皆さんのために、

?名の先生方から図書を推薦いただき展示する企画を開催しました。

(2013年4月3日-5月24日)

展示図書は、すべて図書館で所蔵しています.在学生の方もぜひご覧 ください.

道ありき :青春編 (浦綾子箸新潮社)

J¥学校教師だった著者が、結4亥を患い、およそ13年間のほぼ寝たきりの生活の中で、信

仰との出会いや、愛する人との出会いを総て、成長していく様を赤裸々に綴った自伝。

読み終わった後は、おそらく多くの人が著者の圧倒的な生き様に心を打たれ、改めて白

らの生き方を振り返ってしまうに違いない。

わたしを離さないで (カズオ・イシグロ着早川書房)

どこか不思議な同じ寄宿学校で育った幼なじみの3人の記憶からはじまる、友情、そして

恋と愛の物語
しかしそれ日くと同情に生と死ぞれにまつわる倫理といった問題もモチ フとして

マルチメディアセンター長
組み込まれており、物認が進むにつれてE速にみちた世界がどんどん明らかになり、読み終

わったあとは深く考えさせられる。
松本音降教授

整形外科学

室寺義仁 教授

哲学

詳しくは読んでみてください。

生きょうよ :死んじゃいけない人だから (細谷亮太著岩崎署庖}

聖路加病院副院長・小児科a長の著者は、JJ¥児ガンの権威であるが、「生と死jを見つめ

ながら小児ガンの子供遣を家銭の一員のように真穆に治療を行っている。彼の人生の歩み

を過して、「生きるjこと「死ぬjこと、日本の美しい四季、そして戦争と平和などについて

若い人に伝えたいことをエッセイ風にまとめてある本で、医療者を目指す人には是非読ん

で貰いたい。

諸説部誌を 拙
コレート?携帯電話?二人で通った映函館?ぞれから…。

部議 長選手詰
55正法!?否認辺諸説詑;ノ日空間
;ぅf2223怒鳴邸主:3233拐ZZJぷ武

器i;出器五忠誠iZJ芸品i認1
t読み継がれています。

F 

杉原洋行教授

分子診断病理学

畑野相子教授

老年看護学

背教書ユリアヌス (辻邦生 奪中央公論社)

私の毎日lふ長編小説の続める状況ではない。きいころに読んでおいてよかったと思う

長編のひとつがこの本。人が生きている筒lふまだ人生の途上。生まれてから死ぬまでの

ト タルな人の 生ta作品で味わうしかない。そのようなト タルな生との出会いは、
しばしば生きた人との出会いよりも現実味がある。しかも、何度でも出会える。これが長編

小説の魅力だと思う。学生の頃、私の腕・タイムは電車での往復1時間の通学時間だった。
結矯読めるものである。学生の聞に、ぜひ多くの畏編小銭と出会っておくことを薦めたい。

そして、気に入った本は何度も腕めば、 18友のように思えてくる。その友が、ピンチに直面
した時に味方になってくれる。

.滋賀県の山 (山本武人竹内康之青木繁蕃山と渓谷社)

多忙な毎白のゆで、気持ちのバランスを保つのに山歩きが役立っている。山を歩く時に
常に携事事しているのがこの本だが、次にま量る山をどこにするかを考える時の方がよく読ん

でいるだろう。滋賀県は歴史と出会える山が多く、恵まれていると思う。また琵琶湖のおか

げで空が広く、山も明るい。この本は情報が新しく、近場にも良い山がたくさんあることを
教えてくれる。

はだしのゲン (中沢啓治義 φ央公総社)

物語は、広島に住む主人公 ー中間元(以下ゲン)が原爆で、父、g、姉、弟を亡くしますが、

たくましく生きていく姿を婚きます。これは、自伝的な作品で、作中のエピソ ドも著者が

体験されたことです。B害事通信社の続んでおきたい臼本史モノマンガランキングの1位に

選ばれたこともある作品です。本当に、読み応えのあるものですので、ぜひ読んでいただき

たいです
下駄の込付け職人であったゲンの父は反戦思想の持ち主であったため、町内会長や近

所から嫌がらせを受け、「非国民Jとののしられます。子どもたちは「非国民Jという冷たい

視線をはねかえすため海軍にはいるなどしますが・・・。
1 945年 、 原爆投下B号、父、姉、弟lまllJ:の下型虫きになり、ぞのまま家に~が付き生きたまま

焼け死にます。ゲンも被爆しながらも、その後の生活は筆舌に尽くしがたいです。ぜひ作品

に触れてください。
我が国は、 原爆が投下された唯一の被爆国です。これがどんな悲惨なことか、 この過ちを

二度と繰り返さないために、悲惨さを感じてほしいと思います。そして、 この本が、平和に

ついて考えるきっかけになれば幸いです。

言葉で治療する (鎌田賀著朝日新閣出版)

鎌田賀氏は、長野県にあるllR筋φ失病院の医師で、住民と一緒に地主主医療に尽力されて

いる人です。現在は諏訪中央病院の名管院長をしながら、チヱルノブイリの問題に取り組

んでおられます。著書は、沢山ありますが・今回は f言葉で治療する1を推薦します。内容

は以下の通りです。
病にかかったとき、患者さんと家族は医療省の言葉しだいで、治療の日々が天国にも地

猿にもなります。「病気になったのは頑固だからだJr苦しくて、病院には殺されるために来

たようなものだJr弱っちゃったね、また元気になろうね。痛みもきちんと止めてあヤす

よJ…ーなどの衝量産の現場を紹介しながら、医師の言葉しだいで、患者さんの心と体力再立ち

直っていく様子を示しています。いわば、新しいコミュニケ シヨン衡と言ってもいいで

しょう l 

医師!看護師にとってコミュニケ シヨンスキルは、不可欠です。必ず参考になると思い l 
ます。余力のある人は、 fがんばらないj集英社 fあきらめないj集英社などもお奨めです。 J
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村上義孝 准教授

医療統計学

制川 燕教授

精神器護学
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えた未知の病原体 1 

;:;ιfL4Z勾??な為った!大捌の感染源究明一 | 

大な鶏iと糊怠闘いfはみて独創的な地図JIこ候していく。Jのようにつクワク

する本です。ちなみに今年は主人公ジョンスノーの生誕200年にあたります。

ローマ人の物語 (泡野七生善新潮社)
歴史は人聞が織りなす壮ブctAドーマであり、世のφにはいろんな人がいる(いた)ことを

教えてくれる本です。閥、決みいので全部肢もうとせずに、気になるところから読む

ことをお勧めします。

とご?お ふ ;誌え足立として哲学問でしょう?とはいえ、なかなか

敷居カマ高いので、読みやすい本から始めるのをお勧めします。人生に悩むとき哲学l拙 に

立ちますし、読書はみなさんの視野を広げてくれます。

成りあがり :矢沢永吉漉論集 :how to be big (矢沢永吉箸角川書庖)

本をまったく読んだことの芯い人にはこれをお勧めします。 的読むと元気をもらし¥

ます。怠ぜかつて?その答えは本の中にあります。そういう本です。 ノ

夜 と 霧 (ヴイクト ル E フランクル惹みすず司書房)

ナチス ドイツの強制収容所に囚われた自らの体E遣をつづり、限界状況における人簡の
尊厳の姿を余すところなく描いた傑作中の傑作。

著者フランクル自身が1977年に大幅な改訂をほどこしたため、その改訂版に基づき
2002年に池田香代子訳による『夜と霧j新版が出版された。

自由からの逃走 (エリツヒフロム著東京創元社)

現代における「自由」の問題は、機械主級社会や全体主殺の圧力により個人の自由が脅か

されるというだけでなく、人々がそこから逃れたくなる呪縛となりうる点にあるという斬
新な観点でf自由」 について解明した、必腕の名著。

・医療と専門家支配 (工リオツトフリ ドソン著恒星社厚生周)

医学や看護の領主要でf専門(性)Jという曾漢は肯定的に使われる。しかし、 著者は専門家

や専門職者によるクライエン卜の統御支配について解説し、そのカの源泉を従来のよう

に知識や技能の優越に求めないところが秀逸である。医療という場における、クライエン

卜との関係における位置の確保や仕事の独占により支配が可能になり、存続すると指摘し、
別の関係のあり方を提案する。医療社会学の古典的名着。

ブラ ックジャ ックによろしく (佐康秀鴎著鶴談社}

2002年に第6回文化庁メディア芸術祭漫画郡門優秀賞を受賞した作品。医療現場の現状

や大学病践の実情を研修医の視点で鎗いた、日本を代表する医療をテ マにした漫画の傑作。

この作品を読んで泣かないような医療人には育って欲しくない。マンガで読む価値のあ
る数少ない作品のひとつ。

F 阿部英俊 教授

臨床検査医学/検査部

形而上学 (アリストテレス著担当波.庖}

動物誌 (アリストテレス著趣岩波.庖)

動物哲学 (ラマルク著岩波.庖)

西欧の科学的発想の基盤にはギリシャ哲学に舗を発するもの多く、アリストテレスの弁

霊法的発想法もその つである。上Eの三編let.西欧哲学の綬源の 織をなす弁証法とそ

れに基く科学的な思考法を動物学の分野で系統的に学ぶ上で多いに参考になった私の学生

時代に読んだ本で、 速のものとして 続するに値する。形而上学の著者のアリストテレ
スは、古代ギリシヤ哲学者で、この本のφで感覚を過して具体的に把握できる物事 現象

を手がかりにしてこの発惣法の活用により、その背察に潜む原理を解明することが出来る

ことを形而上学と称し、その実践を好むことをPhilosophyと称しその有力な手段として弁
証法を生み出した。

形而上学に記載されている彼の弁E法的思考法はトマス・アクイナスによりφ世のスコ

ラ哲学にも組みこまれた。そのため教会を基盤として発足した欧州の伝統的な大学の多く

は、アリストテレスの考え方に則った形而上学を追求する場として設立され、原理追及の

ために扱う具体的な題材毎にグjレ ブが分れたものが、大学における学部形成の元となっ

た。 このような西欧の伝統的な大学では憎士号はその設立の理念に従い、 学部の如何を周

わず、感覚を通して把鐘できる事項をもとになんらかの原理を追求したという意味をこめ
現在でもDrof philos∞hy (PhD)と称される。アリストテレスは、幅広く科学的な分野で

も形而上学の環として自ら提唱した弁E正法に基づき論理の追求を実践した。

そのうち、動物誌は動物の外形や解剖学的な内BBf荷造およひ・生殖を含めた生態などの類
似性と相遣を総合的に比叡分析して弁liI法的思考法により分類を読みた秀作で、仔細に読

めば、後世に動物の分類を過して進化検を提唱したラマルクの動物哲学で進化論の発想に
用いられた弁証法的発想法と相通ずる動物分類の考え方カ官み取れる。

日本では進化論の創始者として.ダウィンが有名であるが、 ラマルクは、ダウィン

に先立つこと50年前に、この・を著した進化諭の先線香である。この本では動物の進化

を神経の発達と結ひ付けて総理的に考察している点に特色がある。なお、残念なことに本

書のタイトルの由来となった後半の第二部はかなり鍵解なため邦訳されていないが、私が
英訳本で読んた・毎回では、動物の体が当時その存在が知られ始めたは・かりの細胞から梅成

されていることに言及し、生化学の発展が乏しい時代にもかかわらず濠器の機能の遣いは

各線患を矯成する細胞におけるダイナミツクな物質の代謝の遣いがあると推定し、その考

えをぺ スにして進化の板本的な原理を追及しようとする探求心に満ち溢れた記載があ

り、現代の生物学の観点からすると間違いも多いが、その熱意は敬服に値する。今回推薦し

た3篇を読めば、西欧の伝統的な大学の股立時から脈打つ伝統的な弁証法的発想法が動物

学ヘ応用され展開し進化鈴にまで到達した系舗が理解でき、西欧的な発想法の歴史的背景
の端を理解するよで有用と思われる。
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り、医師派遣の安定化、研修医教育・医学部学生

実習の充実などの実績を積み上げて新病棟の完

成に時期に合わせて、 「国立病院機構滋賀病院j

から「国立病院機構東近江総合医療センターJに

改称、いたしました。今後さらに充実した医療が

展開できるよう尽力いたしますので、ご協力よ

ろしくお願いいたします。

医局など全ての改修が終了する予定になってい

ます。また、病院に隣接して東近江市休日診療所

が現在建設されています。今年度中には、すべて

の外来施設・研修施設が完成し、東近江市の中

核病院としての東近江総合医療センターが機能

することになっています。

平成22年から地域医療再生計画が実行され、

総合内科学講座 ・総合外科学講座の設置に始ま

ヘ
「滋賀病院jから

「東近江総合医療センターj

名神高速道路から

センターを臨む

隠副

座

-

講

チ

学

ツ
何

之

間

報

知

副

大

糊

科

川
川

機

E

U
F

繍

紘

辻

恒

なり離れており使い勝手が良いとは言えなかっ

た。また、検査台は通常1台のため予約検査+緊

急検査の対応も困難であった。

1.5テスラMRI

内視鏡センターの紹介と役割

センタ-7階から

八日市IC方向を臨む

病練スタッフステーション

教授

センター外観

新病棟エレベーターホール

きホーjレ(西)Jで開催いたしました。 fきらめき

ホーJレJは、分割使用ができるようになっており、

それぞれ1∞名の収容が可能で、同時にふたつの

会議が開催できるような遮音機能を有する隔壁

を設置しています。

新病棟1階は、放射線部門と内視鏡センターと

なっています。l階の天井は他の階より約30cm

高く設計しています。2階は手術部門で、材料部

と手術室を備えています。手術室は5室 (クラス

1∞: 1室、クラス1(削 :1室、クラス1α削 :3室)

あり、整形外科や心臓血管外科の手術も可能な

環境になっています。この階の天井は、他の階よ

り約ωcm高くなっています。入口のホールには

リカパリー用ベッドを2床設置できるように

なっています。入退室管理は暗証番号で行って

おり、監視カメラを設置し、厳重な管理体制を

とっています。3階から7階は入院病棟となって

います。

新病棟は色彩にも配慮しています。各フロアー

毎に淡色系の基調色を設定しています。3階は婦

人科・眼科病棟・歯科口腔外科(淡ピンク色)、4

階は小児科 ・整形外科病棟(赤色 ・小児壁画)、5

階は内科・循環器内科(緑色)、6階は消化器内科 ・

消化器外科(オレンジ色)、 7階は呼吸器内科 ・呼

吸器外科(官色)となっており、ナースステーショ

ンおよびその床面とエレベーターの表示には基

調色を用いています。また、東近江総合医療セン

ターへの改称に伴い、ロゴマークも変更いたし

ました。f琵琶湖J.r東近江医療圏J.r三方よしJ. 
「東近江市の花Jをもとに基調色をブルーとして

図案化したものです。

外来診察は、従来の施設を改修し使用する予

定です。6月末から順次改修を開始し、約6か月

後に、外来診察室 ・検査室・救急診察室・当直室・

教授

国立病院機構滋賀病院は、平成25年4月1日よ

り国立病院機構東近江総合医療センタ ーと名称

変更いたしました。5月1日からは7階建ての新

病棟をオープンいたしました。病床数は、南3階

から南7階までは各階55床とし、東2階のω床

を含めて320床に増床されました。名神高速道路

上り線の八日市インターチェンジまでの距離が

2km付近のところから真正面にみえる 7階建て

のピルが新病棟です。周辺に高い建物がないた

め、小高い丘の上に建っているような印象を受

けます。外来棟・管理棟・旧検査棟は、当分の聞は、

従来の施設を改装して使用するため、病院の正

門から見た新病棟は意外に小さく見えています。

正面玄関を入って外来棟を通り抜け新病棟に

入った瞬間に、昭和から平成に瞬間移動したよ

うな感覚になる人が多いようです。

平成25年4月20日、滋賀県 ・東近江市 ・滋賀

医科大学・国立病院機構・医師会等の関係者を

含め2∞名を超える参加者による新病棟完成の

記念式典を、新病棟2階の多目的ホーJレ「きらめ

きホールJにおいて開催いたしました。それに引

き続いて地域住民の方々もあわせ、内覧会を開

催いたしました。また、 5月16日には、地域連携

の一環として 「三方よし研究会jを、全フロアー

を使用して開催いたしました。6月5日には、滋

賀県5大がん地域連携パス院内研修会を「きらめ

副院長)
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新しい内視鏡センター整備に向けて

滋賀病院から東近江総合医療センターと して

生まれかわる際に新病棟が建設されたが、 1階部

分は放射線エリアと内視鏡センターが入ること

となった。このため、旧内視鏡室の欠点を解消す

ペく、また新しい消化器内視鏡の時代に対応で

きることを想定した。

具体的には

1.気管支鏡検査室も併設した複数の内視鏡

消化S宮内科)

今までの内視鏡検査体制

旧滋賀病院の内視鏡室は救急外来のすぐ隣に

位置したため緊急内視鏡の場合には都合が良

かったが、 ERCPなどで使用するX線透装置とか

.. 
E宵

近両

テ守 江"
~! 開館f
プ;; .合
h， R~!! 
ツ~ i療革
トー豆t雇

7 ・ン・
表タ網

iil 

• 

-・

"
試
の
祖
師

-
.
網
院
轟
抽
隅
拶

-.
-m近
江
市
長
織
拶

-
.
ご
来
賓
貌
静

一
.
ご
来
賓
紹
介

一
.
祝
電
繊
鱈

一
.
感
謝
状
崎
屋

-.m武
の
訴

で
内
覧
会

ーーーーー

23 

口ゴマーク式次第学長挨拶配念式典
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検査台

2. X線透視室と隣接

3.腸管洗浄剤内服のスペース

4.鎮静検査後のリカバリーベッド

を確保できることを目標として、設計に携わっ

た。

平成25年5月にオープンした
内視鏡センターの特徴

1. 3室の消化器内視鏡室と気管支鏡検査室 :

合計3つの内視鏡室を設け、最大3台同時に

検査可能となった。当初は2台の内視鏡室を

稼働させており、時間あたりの検査件数増加

が可能なため患者さんの待機日数の短縮に

つながっている。それぞれの内視鏡室はドア

一つ隔てただけで、すぐにスタッフの行き来

ができ、検査中緊急時の対応も容易となって

いる。l室は床面積を拡張し、 ESDなどの内

視鏡処置でも手狭にならないようスペース

を有している(図 1)。さらに、透視やCTが
患者移動なしで行える気管支鏡検査室も併

設されている。

2.新しい内視鏡スコープ :検査室数が増加す

ることもあり、内視鏡機器を大幅に更新し

た。オリンパス社製ELITEシステムと上部 ・

下部のスコープとも 290シリ ーズを導入し

た。画質が大幅に向上しワンタッチ拡大機能

を有しており、診断能向上や検査時間短縮が

期待される。

3.デジタJレX線透視:内視鏡センター内に最新

のX線透視装置を導入した(図2)。これによ

りERCPなど必ず透視が必要な内視鏡検査も

内視鏡センター内で行えるようになった。他

の内視鏡検査と透視台での検査が同時に行

えるだけでなく、無透視検査から急きょ透視

に切り替える場合など様々な内視鏡検査が

円滑に実施できるようになった。

4.処置薬内服スペースとリカバリ ーベッド:

内視鏡センター入ってすぐにテープルとソ

ファを設置し、処置薬内服や説明までの待機

図1 広くなった内視鏡室

図2 内視鏡室の隣に位置する透視室

図3 1)カパリーベッドと前処置薬服用スペース

場所として用いている(図3)。また、鎮静化

検査に対応すぺく、検査後十分覚醒するまで

のリカパリーベッドを受付横に3台設置し

た。現在リカパリーベッドの使用頻度は少な

いものの、今後は外来でも鎮静化検査がルー

チン化し増加することが予想される。

小揚精査施設として

昨年よりカプセル内視鏡とパJレーン内視鏡検

査が可能となり、小腸の精査・治療が可能である。

近年は東近江地区以外からも原因不明の消化管

出血や小腸腫痕・の紹介を受け、湖東 ・湖北を含

めた地域での小腸精査施設としての役割を担っ

ている。また小腸内視鏡の特徴を生かし、大腸内

視鏡困難例に対する大腸精査や胃切除後の閉塞

性黄痘の精査と治療も行える滋賀県での数少な

い施設のーっとしてアピールしていきたい。

内視鏡センタ一実績と今後の展望
平成24年度は上部消化管1670件 (昨年1266

件)、下部消化管内視鏡792件 (昨年574件)、

ERC円4件 (昨年82件)などこの2年間で検査数

は順調に増加している。今後は大学の第二病院

としての役割を果たすべく、高度な消化器内視

鏡技術を用いた診断と治療を担保しながら、学

生・研修医に対しては大学病院よりも指導教官

との距離が近い指導・教育に力を注いでいきた

u、。

技術と最新設備で
外科系診療科を支える麻酔科

滋賀医科大学総合外科学講座 客員准教授

藤野能久
(園立病院機嫌東近江総合医療センター麻酔科医長)

順調な整備

当院麻酔科は平成22年10月まで常勤麻酔科医

は数年不在でありましたが、 10月に私が赴任し

てからは、機器・器材面のみならず書類・体制・

システムなどについても少しずつ整備・改善を

進めています。

安全かつ満足で快適な周術期

当科の基本方針は、「麻酔科の仕事はCureでは

なく CareであるJという考え方の下、安全を確

保しながら周術期の患者の快適性の向上も追求

しています。周術期全身管理は、術中においては

「鎮痛主体Jの麻酔管理を実践し、さらに「術後
鎮痛」にも力を入れて、周術期のストレスホJレモ

ンの放出を抑制し、患者に「満足で快適な周術期」

を提供し 「早期回復Jを目指せるように心がけて
います。

術前の診察と説明を週2回の麻酔科外来で行

い、入院前に早期に患者評価をおこなうととも

に、患者さんに安心して手術を受けて頂けるよ

うに配慮しています。手術前には、術前経口補水

療法を、麻酔科管理を要する外科系金科で施行

しており、午後からの手術でも点滴無しで歩い

て手術室に来て頂くことを原則としています。

手術室での点滴などの手術前処置も無痛になる

ように工夫を行い、術前の快適性を向上させる

ように配慮しています。一方、手術終了後は、で

きるだけ速やかにかつ清明に痛みなく患者さん

に覚醒していただくことを実践し、さらに副作

用を最小限にすることに配慮しながら患者自己

鎮痛法も取り入れた十分な術後鎮痛法を実践し

ています。これらの処置の副作用を最小限にし、

安全確実に施行するためには、早朝と夕方の毎

日2回の病棟回診は必須である と考えています。

これを実践することにより、麻酔科標梼医資格

者が術前術後に患者診察を施行したときに得ら

れる麻酔科管理科を1∞%取得できるようにして

います。

手術室前ホール

ハイリスク症例でも断5g;、安全に対処

高齢化社会を反映して当院では超高齢者で認

知症患者でも特別扱いなく手術の麻酔依頼があ

り、麻酔科としては個別に十分な工夫をおこなっ

て、安全・適切・確実に対処しています。このよ

うに、ハイリスクの症例でも工夫をおこない、ハ

イリスクだからという理由で原則麻酔を断るこ

とはありません。

麻酔科医に優しい手術室環境

施設としては、本年5月より新病棟移転と同時

に手術室も新病棟2階に移転いたしました。写真

にあるように、一直線の広々とした廊下の片側

に手術室を6室配置し、向かい側には器材庫、清

潔器材の搬出路、汚染器材の搬入路、スタッフス

テーション等を配置し、 すっきりして使いやす

い手術室となっています。手術室の廊下と並行

して裂にも廊下を配置し、その廊下からはスタッ

フのための更衣室、休憩室、多目的室、カンファ

レンスルーム、麻酔科医員室などに速やかにア

クセスでき、手術室でのスタッフが気分良く最

大限に活動しやすくできるように、私自身も新

棟建設初期の段階から設計に加わり、ユーザー

に優しい手術室になるよう配慮、いたしました。

まだまだ整備しなければならない麻酔関連機

器もありますが、術中の全身管理のための十分

な機能を備えた最新の麻酔器と生体情報モニ

手術室内廊下

25 
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手術室内

ターは整備されており、更なる必要機器につい

ても引き続き少しずつ整備をおこなっている途

上であります。

質の高い周術期管理の実践をめざす

現時点では、常勤麻酔科医は医長である私一

人ですが、ハイリスク症例を含む手術件数が急

速に増加しています。当センタ ーの常勤麻酔科

医になると上記にあるように、たとえハイリス

ク症例であっても、懇切丁寧な指導を受けて楽

しく質の高い周術期管理を実践できるようにな

ります。当センターの麻酔科医員室は広く、複数
人の常勤麻酔科医の受け入れが可能です。さら

に労働環境も配慮し、安全に注意しながら超過
勤務などの負担が増えないように、工夫・配慮、

をおこなって質と量を両立した合理的な周術期

医員室

管理を実践していると他科からも評価されてい

ます。

当院麻酔科はまだまだ発展途上でありますが、

着実・確実に整備し続けており、常時新しい情

報を取り入れ、常に安全で最良の麻酔管理を提

供するように心がけています。

小児科の紹介

滋賀医科大学総合内科学講座非常勤講師

団 中政幸
(国立病院機構烹近江総合医療セッター小児科医長)

平成25年度から常勤医3名と非常勤医1名で

運営しています。常勤医は平成8年京都府立医科

大学卒の田中政季、平成11年滋賀医科大学卒の

赤堀史絵、平成18年自治医科大学卒の木下典子。

非常勤として平成11年滋賀医科大学卒の柳貴英

が勤務しています。それぞれが小児科の一般診

療に加えて神経、感染症、新生児と専門性を持ち

診療にあたっています。

我々の役割は入院診療と新生児診療です。東

近江医療圏の新生児を含めた小児科入院診療の

質をスタッフとともに安全かつ着実に向上させ

ていきたいと考えています。

小児科病棟

勤務内容は、午前一般外来を毎日二診体制で、

午後は予約制で専門外来と一般外来をしていま

す。また学生実習を過12回担当しています。専

門外来は小児神経疾患、アレjレギー疾患を中心

に担当しています。病院小児科として、地域の先

生方から紹介していただけるよう努力していき

たいと思います。

臨床面では、 当院小児科は日本てんかん学会

認定の研修施設となっています。研究面では、平

成24年度は「マクロライド系抗菌薬が無効なマ

イコプラズマ肺炎へのステロイド投与期間につ

いてjを論文報告しました。行政関連として、東

近江市主催の講演会として fてんかんについてJ
「発達障害についてJを、また東近江市特別支援

教育推進協議会委員と東近江要保護児童対策地

域協議会代表者を委嘱されています。今年度も

病院、滋賀医科大学と行政の意思疎通を図りな

がら診療を進めていきたいと患います。

これからも自分達の診療範囲を増やすととも

に、限界も理解して、目の前の子供さんが一番良

い治療を受けられるよう「恐れずj、「侮らずJ、「気
負わずj診療していきたいと思います。

南3病棟(産婦人科)の紹介

滋賀医科大学総合外科学講座 非常勤講師

井上貴至
{包立病院尊重徳東匙主総合医療センター 産婦人科医長)

平成25年4月1日付で国立病院機構滋賀病院

改め東近江総合医療センターと名称、が変わり、

旧病棟の南側に新病棟が新築されました。4月25

日に患者さんを新病棟に移送、現在新築の新し

い香りがする中、診療しております。

7階建の3階部分(南3病棟)について少し紹介

しておきます。病床数は、個室および4人部屋合

わせて計55床のフロアです。入院診療科は眼科、

歯科口腔外科、耳鼻科そして小生が診療してお

ります産婦人科で、いわゆる混合病棟です。ナー

スステーションを挟んで北側、南側と分かれま

すが、南側を産婦人科専用として利用しており

ます。分娩後の祷婦さん用に個室を10床用意し

母児同室としています。分娩室は広く 2床用意し

ました。今後フリ ースタイルやLDR(陣痛、分娩、

回復室)も視野にいれ、それぞれの部屋にトイレ、

シャワーを設置しています。二つの分娩室の聞

に器材物品庫および胎盤処理のスペースを設け

非常に機能的な出来上がりとなっています。分

娩室の向かいには陣痛室を2床用意し、スムーズ

に産婦さんが移動できると思います。分娩室お

よび陣痛室のエリアは自動扉で仕切りを入れて

います。新生児室はナースステーションの背面

に位置し、治療が必要な新生児を収容するスペー

スを設けました。基本的に母児同室としていま

すのですべてのお子さんを収容するスペースは

必要ないとの判断でシンプルにしています。新

生児室の隣に休浴室(二台)を設置、ゆったりと

泳浴および授乳の指導ができるように広いス

ペースとしました。この原稿執筆時までにすで

に6人の赤ちゃんが新しい分娩室で産声をあげ

ました。新しい分娩室ではありましたが、医師も、

助産師、看護師の動きも特に問題なく、さらに妊

婦さんの頑張りで無事に出産されています。産

後の個室の居心地も評判はよかったです。

分娩取り扱い開始時はローリスク妊婦のみと

制約をしていましたが、今後はハイリスク妊婦

も可能な限り受け入れる予定です。小児科のド

クターも一人増え常勤3人となっていますので

周産期カンファレンス等で情報を共有し、東近

江医療圏の周産期医療の一助となるよう盛り上

げていく所存です(言わずもがな婦人科疾患

も!)。

分娩室

陣痛室
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病院歯科としての歯科口腔外科

品

滋賀医科大学

総合外科学講座

非常勤講師

堤 泰彦
(国立病院機織東近江総合医療

センター 歯科口腔外科)

私が平成22年4月に国立病院機構滋賀病院(現:

目立病院機構東近江総合医療センター)歯科口腔外

科に出向した当初は常勤歯科医師1名体制でした

が、様々な方面からの御支援により、この平成25年4

月より常勤歯科医師2名体制となりました。歯科口

腔外科を有する病院は東近江医療圏内では2施設。

東近江市内ではl施設のみであり様々な顎顔面疾患

を診察しています。通常の歯科診療所とは異なり手

術主体の診療を行っており、主な疾患としましては

智歯抜歯、顎骨嚢胞、口腔内腫蕩、顎顔面外傷、顎

関節症、口腔インプラント、有病者一般歯科治療等

です。抜歯等の低侵襲な症例は主に日帰り手術にて

対応していますが、深部埋伏歯や顎骨嚢胞、顎骨骨

折など侵襲の強い症例は全身麻酔下にて対応して

います。全身麻酔術前には当院麻酔科の藤野先生の

御協力により術前経口補水療法を行い、手術室での

点滴Jレート確保時の終痛緩和目的に経皮的局所麻

酔含有テープ剤の貼付を行っています。 また、術後

強い終痛が予想される症例ではIVPCAを用いてお

り、ともに良好な結果を得ています。

当科は病院内の歯科口腔外科であり病院内での

活動も行っており、口腔ケアを中心にラウンドを行っ

ております。平成2A年4月より周術期口腔機能管理

が保険算定できるようになりました。癌患者等の手

術 (全身麻酔を実施する場合に限る)や放射線治療

や化学療法の前後に、周術期の口腔機能管理を行う

ことより、術後肺炎等の合併症を予防することを期

待されています。これによって、治療成績や患者の

QOLが向上するとともに、医療費の削減にも寄与出

来ると思われます。これは口腔ケアの重要性か事価

された結果と考えています。

周術期管理における歯科スタッフの主な役割は

1)手術前の口腔内の感染源の精査と除去及び歯

髄炎等の歯に起因する急性痛等による周術期

の障害の防止

2)岨噌機能の回復

3)麻酔挿管時の歯牙破折の予防

4)挿管前の専門的な口腔清掃(プラークフリー)

5)術後の口腔衛生管理及ぴ摂食膜下機能評価 ・

訓練。

このうち5)につきましては言語聴覚士とともにラ

ウンドしています。

平成25年5月より新病棟へ移転し320床と病院が

拡大しましたので、今後症例が増加することを期待

しています。この他には、歯周病は第6の合併症と言

われており、結原病により歯周病が増悪するとされ

ています。また逆に歯周病の慢性炎症を治療するこ

とによりインスリン抵抗性を改善させ糖尿病コント

ロール状態かra普する可能性が示唆されています。

糖尿病 ・内分泌内科医長の前野先生のご協力により

糖尿病教育入院患者への歯周病評価および口腔衛

生処置を行っています。

最後に、 当院では滋賀医科大学の学生実習を行っ

ており歯科口腔外科においても学生実習を担当して

います。ただ治療を見学してもらうだけではなく、歯

科と医科の関連について理解を深めていただき、今

後、医科と歯科の連携をより強められるように頑張

りますので宜しくお願い致します。

街科口腔外科外来

治療時にリ ラッ クスしてもらえるように

治療時患者目線の天井を青空の模様にしています。

平成24年度卒業式

平成24年度本学卒業式は、去る3月7日 (木)午前10時から本学体育館に

おいて挙行され、学長から次のとおり告辞がありま した。

止と
口

平成24年度滋賀医科大学卒業式を挙行するに

あたり 、ご多忙の中、ご列席を賜 りましたご来賓

の皆様、ご父兄の皆様ならびに教職員の皆様に

御礼申し上げます。

本日晴れて卒業の日を迎えられた医学科1ω
名、看護学科65名の諸君に心よりお祝い申し上

げます。また、諸君の学生生活を支えてこられた

ご家族の方々にお慶び申し上げます。

平成22年度から法人化第二期の中期目標 ・計

画、 SUMSプロジェクト2010-2015r次世代を担

う人材育成と医療科学 ・技術の創出Jのもとに、

全構成員が取り組んでいます。国立大学を取り

巻く環境は年々厳しさを増し、平成24年度から

の「大学改革実行プランjでは、ミッションの再

定義が求められており 、今、国立大学として存在

することの意義が問われています。本学として

も地域のリ ージョ ナJレセ ンター として、またナ

ショナルセン ター機能を持つ大学として、この

間に答えるこ とが強く求められています。

本学附属病院の診療活動や地域連携などは、

リージョナルセンタ ーとして、高く評価されて

います。すなわち、平成24年3月に病院の再開発

は完了し、手術室、新生児特定集中治療室

(NICU)、集中治療室 (ICU)などの機能が充実し

ました。診療面では、心臓血管外科の手術は全国

的にも高い評価がえられており、その他、がん治

療や内視鏡を用いた手術、網膜手術など高度で

低侵襲な医療により、地域医療の質の向上に貢

献しています。昨年10月の週刊ダイヤモンドで、

各種病院機能評価項目による評価で、 42の全国

国立大学病院で第2位の高い評価が得られてい

ます。また、滋賀県がん診療高度中核拠点病院、

地域がん拠点病院、災害拠点病院など多くの指

定病院であり ます。 地域医療に関しては、地域医

療再生計画のもとに、国立病院機構滋賀病院に、

苦手
学長馬場忠 雄

総合内科学講座と総合外科学講座をおき、診療

体制を整え、地域医療を担うと共に、平成24年

度から本学および本学附属病院と連携した学生

の臨床実習と研修医の総合診療医としての研修

も担当しています。さらに、地域の高校との連携

や公開講座を通して健康、医療、福祉に関する情

報を積極的に提供 しています。本年4月から、開

放型基礎医学教育センター (メディカJレ ミュー

ジアム)が完成し、 地域医療関係者や地域の方々

の教育にも活用できる ことになり ます。

ナショナルセンタ ー機能としては、研究面で

寄与できると考えています。サルを用いた再生

医療は、 iPS細胞をはじめ他大学や企業との共同

研究が活発に行われ、また、インフルエンザワク

チンの開発や遺伝的に制御されたサルを用いた

がん免疫の研究、 MR医学では、ナノダイヤモン

ドを用いた画像診断への応用、神経難病である

アルツハイマー病の早期診断法の確立、オーダー

メイド医療によるがん医療や循環器疾患の臨床

応用、医工連携によるMR下対応の医療機器やマ

イクロ波機器の開発など積極的に行われていま

す。

疫学研究については、 疫学研究拠点、が平成24

年度当初予算で認められており 、工事が遅れて

いますが、アジア疫学研究セ ンタ ーとして平成
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25年度に発展します。そして、アジアにおける生

活習慣病を中心とした共同研究や留学生の教育

により、 国際的に貢献することを期待していま

す。

国の計画養成である医師については、地域医

療の充実や研究医の不足と対応して、入学定員

増が計られ、本学では117名となっています。こ

こ数年、医師国家試験の合格率は極めて良い成

績を収めており、全国的にも注目されています。

看護師、保健師、助産師の国家試験合格率はほぼ

1∞%であります。

医学科では卒業生のうち25名が初期研修医と

して本学附属病院で研修します。看護学科では、

31名が本学附属病院で勤務します。他の病院で

研修あるいは勤務する場合でも、本学で身につ

けた患者の視点での医療を実践し、充実した初

期研修を行い、初期研修終了後は、先進医療と高

度医療、さらに臨床研究を修得できる力をつけ

て本学附属病院に必ず帰ってきて下さい。

平成24年度補正予算と平成25年度予算では、

臨床講義室3を含む臨床講義棟や福利棟の改修、

スキJレズラボ棟の設置や体育館の改修、さらに

災害時における救急医療に欠かせないヘリポー

トの設置が認められています。また、本学独自の

予算で、内視鏡ロボットのダヴインチSi、がんの

診断に必要なPETCT、スペクトの購入を決定

し、教育、診療面でさらに質は向上します。

大学や附属病院の施設や設備が充実しでも、

それを活用する人材が少なければ機能しません。

本学が教育、研究、診療機能において、わが国で

トップクラスを維持し続けるには、卒業生諸君

の若い力が必要なのです。大学や附属病院で知

と技を磨 き、その成果を社会に還元することが

求められています。医師、看護師の育成には一人

当たり多くの税金が投入されています。とくに

医師においては一人当たり 8，α旧万円と算出され

ており、 自身の使命と社会に奉仕することを忘

れではなりません。

昨年12月には、ノーベル医学生理学賞が山中

伸弥京都大学教授のiPS細胞の研究に対して授

与されました。皆様ご承知のように、山中伸弥教

授は当初は整形外科医を 目指していましたが、

臨床医の限界とも っと多くの患者さんを救える

基礎医学に興味を覚えました。サンフランシス

コのグラドストーン研究所に留学した時、ロパー

ト・メイリ一所長から、研究者として成長する

には、rVision& Hard WorkJすなわち、明確な目

標と一生懸命努力することが大切と教えられ、

粘り強く根気よく、高い研究の壁を越えて、 iPS

細胞にたどりついたのであります。その研究業

績が高く評価され、ノ ーベル賞授賞に至ったの

であります。栄えあるノ ーベlレ賞授賞式を終え

た翌日の12月11日、ストックホJレム市内の記者

会見の席上、「科学者として仕切り直しする最初

の朝であり、たくさん仕事があるので一生懸命

にやりたい」と述べ、今の率直な気持ちを色紙に

書くよう求められると、迷わず 「初心」と記した

のであります。すなわち、「研究者を 目指した最

初の日に戻って、 iPS細胞を創薬に役立てるとい

う応用に向けて、これまで以上に研究をやりた

い」との意味を込めたのであります。

世阿弥の晩年の著書 「花鏡」に、 「是非とも初

心忘るべからず、時々初心忘るべからず、老後の

初心忘るべからずjとあり、修業を始めたころの

初心をどの時期においても忘れてはならないと

しています。医療の現場においては、 「初心」を

大切にし、安易に上達したと自己満足すること

なく、絶えず謙虚な気持ちで研錯して下さい。

国家試験に合格した卒業生は、 国家認定の資

格をも った医療人として働くことができます。

しかし、その資格は大学で学んだ知識や技能を

基に、さらに日々の厳しい研修で、知と技に磨き

をかけて、はじめて生きたものとなります。そし

て、医療人には、倫理観が強く求められ、倫理観

を疑う行動は、たとえ知識やすばらしい技があっ

ても医療人としての信頼を失うことになります。

「初心」を大切にし、日々の努力を重ね、人格を

磨 き、苦難に直面しても正面から立ち向かう気

概で 「志」を高くもって取り組んで下さい。

結びに、諸君が入学時に提出していた決意書

を卒業証書と共に、本日手元にお返しします。初

心を忘れることなく、志を高く持ち続け、その達

成を 目指し、 「一隅を照らす」人として日々努力

を重ねられること、また一人一人幸多からんこ

とを祈念し、学長告辞といたします。

平成25年3月7日

-平成24年度医学科卒業生

医 学 科

‘ー

又.~

医学科卒業生109名
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l回TA DA YOHI No.96 インフオメー インー一|回…I
看 護 学 科

-平成24年度看護学科卒業生

看護学科卒業生65名

以上 65名

局、ν平成24年度学位授与式 〔5グト

平成24年度大学院学位授与式が、去る3月7日(木)午後3時から管理棟大会議室において挙

行され、次のとおり学位記 (博士及び修士)が授与されました。
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J否、ノ 平成24年度学位論文学長賞等授与式d豹に

平成24年度に学位記 (博士)(修士)を授与された者の中から、特に優秀な学位論文を発表した

2名に、 3月7日 (木)の学位授与式において馬場学長から表彰状と副賞が、授与されました。

また、滋賀医科大学シンポジウムの各賞・ベストティーチャー賞・優秀研究者・ Doctorof the 

Year， 2012の各賞の受賞者に表彰状と副賞が授与されました。

I止論文字長三 l 
E翠謂 林 嘉宏

E盟翠.C/氾EBPηβp戸仰romot陥e白sB配CRト一A紹BLme叫 a凶 m町lye1山伽10刷Oαωi凶d回閃pans悶sionω∞n叩l
s銑temcell exhaustion (C/EBPβはBCRABLによる骨髄系細胞増殖と白血病幹細胞の枯i渇易を促す)

!倍土論文字長賞 l 
志摩 梓Ei!諸

問盟 就労集団の血圧とその後の医療費、およひ清血圧者の外来受診頻度と降圧目標達成割合

|第~回 滋賀医科大学シンポジウムの告賞 I!ベストティーチャ一貫

E詔ヨ.LeiLiu 生理学講 座 教 綬

E霊 園 乾 琢覧
松浦 博

車窓E・MaryamZaid

!優秀研究誌彰 I !口octorof the Year， 2012 

小児科講師 医師臨床教育センター

多賀 崇 米岡 完

.、

男女共同参画推進のための講演会

平成25年4月17日(水)、UNWomen (ジェンダ一平等と女性の工ンパワーメントのための国

連携関)戦略パートナーシップ部長のクリスティン・ヘトレ氏をお招きし、 「男女共同参画推進の

ための講演会」を本学で開催しました。

嘉田滋賀県知事をはじめ学内外から約120名の参加があり、馬場学長による開会挨拶の後、ヘ

卜レ氏より「いかにして男女格差を縮めるか ?Jをテーマとする講演がありました。引き続き、柏

木病院長が座長を務め、ヘ卜レ氏と嘉田知事との対談が行われました。

対談中、嘉田知事から、 「女性の年齢階級別労働力Jや「女性医師の就業率M字カーブJ及び「女

性の労働参加率と出生率」等の国際比較についての説明もあり、参加者からは、様々な質問や意

見も出されました。

最後に、男女共同参画推進室長の谷川理事より、本講演会の成果を今後の活動推進に活かして

いきたいとの挨拶があり閉会しました。

ヘトレ氏

裏目滋賀県知事 参加者による質疑応答

ヘトレ氏と嘉田知事との対談

左から馬場学長、 嘉田知事、

ヘトレ氏、柏木病院長
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名誉教授の称号授与

学校教育法第106条の規定により 、滋賀医科大学名誉教授の

称号が下記の先生に授与されました。

不空雄

再八郎

博

作

田

池

村

田

士
円

堀

木

岡

元教授

元教授

元教授

元教授

平成25年4月1日

平成25年4月1日

平成25年4月1日

平成25年4月1日 裕

回国ロ
ー「園

周

第36回解剖体納骨慰霊法要

ロー~~Ig 

平成25年5月25日(土)午前10時30分から比叡山延暦寺阿弥陀堂においてご遺族、ご来賓、しゃ

くなげ会会員および学生、教職員総勢約470名が参列し第36回解剖体;納骨慰霊法要が執り行われ、

故人のご冥福をお祈りしました。

法要の中で、今回お舵りした54名の御霊並びにご遺族に対し、馬場学長から感謝の意が述べら

れるとともに、日本においては山脇東洋から始まった人体解剖の進歩に伴い、医学専門教育の基

本となる解剖実習の重要性を述べられ、学生に対し、「医学教育のために自らの身体を捧げて下

さった御霊のことをいつまでも忘れることなく、 信頼される医師や人々の幸せに貢献する医学研

究者として“一隅を照らす人"に育ってくれることを期待しています。Jと述べられました。

続いて、学生代表久保田浩之君が、「多くの方々に支えられて医師になるということを肝に銘じ、

解剖実習で得られた知識と経験を礎として、故人のご遺志に恥じることがない医師となるべく努

力し続けることJをご霊前に誓いました。

法要終了後、故人(献体者)に対する文部科学大臣の感謝状を学長からご遺族代表にお渡しし、

併せて、学生の手によりど遺骨をお返ししました。

また、午後からは比叡山横川の大学霊安墓地において、ご遺族、ご来賓、学生等の参列の下に、

納骨式が執り行われ、分脅いただいたご遺骨を納骨堂に安置しました。

閣
官
傷
口辺国

納骨式でのご焼香学生代表の慰霊の言葉

園調
田

園
国
ロ
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